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開催日時　令和７年１月２８日（火）　午後２時３０分
場　所　豊川市防災センター　市民研修室
出席者　会長　豊川市長　竹本 幸夫
委員
　国土交通省中部地方整備局　豊橋河川事務所長　伊藤 敏弘
　第四管区海上保安本部名古屋海上保安部
三河海上保安署長　大村 将稔
陸上自衛隊第４施設団第６施設群長　長田 雄一
　　　（代理　第６施設群第３科長　明石 剛）
　愛知県豊川警察署長　福田 充宏
　愛知県東三河総局長　宮川 俊行
　愛知県東三河建設事務所長　齊藤 保則
　　　　（代理　道路整備課長　飯島 直）
　西日本電信電話株式会社東海支店　設備部長　本多 裕治）
　　（代理　災害対策室　主査　池田 有貴）
中部電力パワーグリッド株式会社　豊川営業所長　谷中 麻奈美
サーラエナジー株式会社豊橋供給センター
　　　　　　　　　　保安グループマネージャー　蓑和 信生
東海旅客鉄道株式会社豊川駅長　小川 和彦

愛知県ＬＰガス協会東三河支部　豊川分会長　吉見 光晴
豊川陸運協会　会長　鵜飼 孝行
　　　　　一般社団法人豊川市医師会　会長　後藤 学
　豊川市自主防災会連絡協議会長　大木 健
豊川市消防団　団長　山本 竜司
　　　　　豊川防災ボランティアコーディネーターの会　代表　河合 美恵子
豊川市女性防火クラブ　会長　平野 美千代
豊川市障害者（児）団体連絡協議会　代表　田中 しづ江
日本赤十字社豊川市第二赤十字奉仕団　代表　鳥居 可志子
豊川市小中学校ＰＴＡ連絡協議会　代表　尾藤 政明
　　　　　豊川市民生委員児童委員協議会　代表　神谷 典江
　豊川市　副市長　桑野 研吾
豊川市　副市長　田中 義章
　豊川市　危機管理監　荒木 誠二
豊川市　企画部長　森下 保
豊川市　総務部長　黒田 紀弘
豊川市　福祉部長　小島 基
豊川市　市民部長　中西 成人
豊川市　産業環境部長　増田 孝道
豊川市　建設部長　山本 勝巳
豊川市　都市整備部長　山本 英樹
豊川市　上下水道部長　伴野 喜則
豊川市消防本部　消防長　岩瀬 誠

豊川市民病院 事務局長　中村 敏之
欠席者　委員
名古屋鉄道株式会社　国府駅長　佐藤 康年
豊鉄バス株式会社　新城営業所長　清水 孝彦
豊川市議会　議長　柴田 輝明
国立大学法人豊橋技術科学大学　教授　齊藤 大樹
豊川市　教育長　大江 孝一

豊川市　教育部長　高橋 純司
事務局　　危機管理課　課長　木内 久晃
危機管理課　課長補佐　前田 訓克
危機管理課　課長補佐　大村 裕夫
危機管理課　主査　山本 由典
危機管理課　主査　伊藤 真也
危機管理課　主査　伊藤 正人
議　題
１ 豊川市地域防災計画の修正について
・風水害等災害対策計画
・地震・津波災害対策計画
・原子力災害対策計画
２ 豊川市水防計画の修正について
報告事項
　　令和６年度災害対策本部設置状況
（午後２時３０分開会）
〇危機管理課長
それでは定刻となりましたので、ただ今から豊川市防災会議を開催いたします。

会議に先立ちまして、豊川市防災会議の会長であります豊川市長からご挨拶申し上げます。

〇会長（市長）
あらためまして皆さんこんにちは。ご紹介いただきました豊川市長の竹本です。

本日は大変お忙しい中、防災会議に出席していただきまして、誠にありがとうございます。

また、日頃から本市の防災行政にご尽力いただいておりますこと、心より感謝申し上げます。

昨年１月１日に能登半島地震が発生しました。約４５０人の方が犠牲になられたわけでございます。そして、その後、９月には奥能登豪雨がございまして、輪島市の仮設住宅が被災するという、二重被災があったわけでございます。哀悼の誠をささげ謹んでお悔やみを申し上げますとともに、心から頑張っていただきますようお願い申し上げているところでございます。

先般１月１５日に、政府の地震調査委員会が開催されまして、その場で南海トラフ地震について３０年以内に起きる確率が８０％とされました。その前が７０％から８０％でございました。中央値で申し上げますと７５％ですので、５％上昇したわけでございます。その前の改定を見てみますと、平成３０年２月でございましたので、その時期には７０％から、７０％から８０％、８０％という形に上昇したわけでございます。ですから、簡単に言えば、ここ７年間で１０％程度上昇しているというような形でございます。まさに、政府の地震調査委員会の委員長さんが言っていた通り、いつ起きてもおかしくないといった状況だと思います。

有事の際に災害救助活動の拠点となる消防署本署の建て替えを令和６年から３ヵ年事業で行っております。隣のガソリンスタンドの用地を買収いたしまして、この間口を約１８．５メートル拡張しております。それまでの間口が大体２７～２８メートルでございましたので、約１．６倍になっておるような状況でございます。これは、より機動性を持たせることを目的としております。

本日の防災会議でございますが、皆さんから忌憚のない意見を発していただいて、この計画がよりよいものになるような形でお願いしたいと思います。開会に当たりましての私からの挨拶とさせていただきます。どうかよろしくお願い申し上げます。

〇危機管理課長
それでは議事に入る前に資料のご確認をお願いいたします。

議題１の地域防災計画修正関係の資料は、Ａ４縦、「令和７年１月豊川市地域防災計画修正事項案」。Ａ４横、新旧対照表としまして、「風水害等災害対策計画」、「地震・津波災害対策計画」、「原子力災害対策計画」の３つ、以上４点となります。議題２の水防計画修正関係の資料につきましては、Ａ４縦、「令和７年１月２８日豊川市水防計画修正事項案」となります。報告事項につきましては、Ａ４縦「令和６年度災害対策本部設置状況」１点となっております。

また、令和６年４月以降に委員になられた方につきましては、委嘱状を置かせていただいております。不足があれば、お申しつけください。

また、ご発言の際ですけれども、その場で手を挙げていただきましたら、担当がマイクをお持ちしますので、マイクを使っていただきますよう、よろしくお願いいたします。

なお、本日の会議につきましては、委員４０名のうち３４名のご出席をいただいております。従いまして、条例第５条第２項の規定によりまして、委員総数の２分の1以上の出席がありますので、本日、会議は成立しておりますことをご報告申し上げます。

それでは議事に移ります。

議事の進行につきましては豊川市防災会議条例第３条の規定により会長が務めることになっておりますので、会長、よろしくお願いいたします。

〇会長（市長）
それでは、条例に基づきまして、議事の進行を務めさせていただきます。まず、議題の（１）、豊川市地域防災計画の修正についての審議をお願いしたいと思います。

豊川市地域防災計画は、風水害等災害対策計画、地震津波災害対策計画、原子力災害対策計画の３編から構成されております。

進行といたしましては、事務局から３編まとめて説明した後、ご意見、ご質問の時間を設けさせていただきまして、最後に３編を一括して採決を取りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。それでは事務局から説明をお願いします。

〇危機管理課長
それでは、事務局から説明をさせていただきます。着座にて説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。

お手元にＡ４の縦、「令和７年１月２８日豊川市地域防災計画修正事項案」とＡ４横の「地域防災計画新旧対照表案」をご用意ください。豊川市地域防災計画の修正については、「風水害等災害対策計画」、「地震災害対策計画」、「原子力災害対策計画」の３つすべてをご用意ください。

説明につきまして、「令和７年１月豊川市地域防災計画修正事項案」をおめくりいただきまして、豊川市地域防災計画の修正事項案、要旨の案を中心に、参考として、新旧対照表を見ていただくという形で進めさせていただきます。

まず、新旧対照表、「風水害等災害対策計画」をご覧ください。すべての新旧対照表ですけれども、見方につきましては、左から順に、地域防災計画本編におけるページのページ番号、変更、修正、備考となっております。本日は、右半分の修正及び備考の欄をご覧いただくことが多いと思いますので、よろしくお願いいたします。なお、修正箇所につきましては、アンダーラインに赤字としております。それぞれのページ番号は、一番下の中央でございます。

それでは、「令和７年１月豊川市地域防災計画修正事項」に基づきまして、説明をさせていただきます。主な修正案についてなるべく簡潔明瞭に説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。

表紙を１枚おめくりいただきまして１ページをご覧ください。「豊川市地域防災計画の修正の要旨案」でございます。はじめに、地域防災計画修正の根拠でございますが、災害対策基本法第４２条の規定に基づき、豊川市地域防災計画は、毎年検討を加え必要があると認めるときには修正しなければならないとされております。愛知県の地域防災計画の修正状況なども踏まえて検討いたしました結果、本市の計画につきましても、修正する点がございましたので、この防災会議において修正をお願いするものでございます。なお、令和６年度につきましては、６月６日に愛知県防災会議が開催され、愛知県地域防災計画の修正が行われております。計画の修正を受け、本日の防災会議で豊川市の地域防災計画の修正を行うものです。

それでは、主な修正内容を８項目について、地域防災計画のページ順にご説明を申し上げます。

まず、（１）「災害廃棄物処理対策について」ですが、申し訳ございませんが資料の修正をお願いします。災害廃棄物処理対策の囲みの中で、上の方にある修正箇所の最初の丸、風水害、第２、第７章と書いてあるところを、風水害編、第２、第８章と修正させていただきます。よろしくお願いいたします。
では説明ですけれども、災害廃棄物処理対策についてですけれども、令和５年６月に発生した大雨災害では、多くの住家や車両が被害に遭いましたが、災害廃棄物も多く発生し、地域に臨時の廃棄物集積場を設置するなど、臨機応変な対応を行いました。この大雨災害の教訓から、専門的知見や、特別な処理技術を持っている民間事業者などとの協力体制を明確化する内容としております。風水害編、地震・津波編についても、ともに「災害廃棄物処理に係る事前対策」と「災害廃棄物処理対策について」の修正を掲載しています。

まず、風水害編の新旧対照表の５ページをご覧いただきたいのですが、一番下、「７災害廃棄物処理に係る事前対策」をご覧ください。災害廃棄物の定義の追加、資材等の内容を具体化する修正案としています。１ページおめくりいただきまして、中段あたり民間事業者を含む関係団体との連携を明確化する内容を追記しております。

２１ページをご覧ください。中段辺りですが、表記の具体化に伴い、中部地方環境事務所の地域や本市、関係機関と締結し、防災協定などを追記しています。その内容は地震・津波編、６ページ、23ページも同様の修正の対応をしております。

（２）「緊急避難場所について」ですが、風水害編は「指定緊急避難場所及び避難路の指定等」、地震・津波編は「避難場所及び避難路の指定等について」愛知県の地域防災計画と整合を図りました。風水害編の新旧対照表の７ページ、８ページをご覧ください。愛知県の地域防災計画との整合性を図るため、指定緊急避難場所は表記の削除などにより整備、整理をいたしております。地震津波編の新旧対照表の７ページも、同様の修正をしております。

次に、（３）の「福祉避難所について」です。指定避難場所の、一般的なスペースでの生活が困難な、例えば医療ケアなどが必要な避難者が避難する福祉避難所について、必要に応じて、指定避難場所を指定するように努めることなどを明記する修正をしています。風水害編の新旧対照表、８ページ、９ページをご覧ください。（３）「福祉避難所の整備」として、国の防災基本計画に基づく修正と表記の整理をしております。地震・津波編の新旧対照表の８、９ページも同様の修正を行っております。

続いて、「豊川市地域防災計画修正事項案」をおめくりいただき、（４）の「災害ケースマネジメントについて」です。「災害ケースマネジメント」とは、被災者一人ひとりの被災状況や生活状況の課題などを個別の相談などによって把握した上で、必要に応じて専門的な能力を持つ関係者と連携しながら、当該課題等の解消に向けて、継続的に支援することによって、被災者の自立生活再建が進むようにマネジメントする取組みです。この「災害ケースマネジメント」などの仕組みの整備、及び実施に努めることについて、国の防災基本計画に基づいて追記をいたしております。

風水害編の新旧対照表、１０ページ中段をご覧ください。（７）「災害ケースマネジメント」を追記しております。２４ページの下段には、市における措置の（２）「災害ケースマネジメントの実施」を追記しております。地震・津波編の新旧対照表１０ページ、２５ページも同様の修正を行っています。

続きまして、（５）の「総合防災訓練について」です。現行では、総合防災訓練を、８月３０日から９月５日までの防災週間に実施することとしており、毎年その期間に実施してきましたが、今年度は台風１０号により中止、昨年度は６月の大雨災害の影響もあって医療救護所設置運営訓練を中心とした訓練に変更して実施。一昨年は愛知県との合同の総合防災訓練でしたが、大雨による会場のコンディション不良によって、１２月に変更しております。これらを踏まえ、台風シーズンや暑さの厳しい時期を避けて、総合防災訓練を実施できる修正を行っています。風水害編の新旧対照表、１０ページ、下段から１１ページをご覧ください。「防災週間」といった具体的な期間の表記を「訓練参加者への配慮など高い訓練効果を得られる時期を検討の上実施する」ことと修正しています。この修正により、令和７年度の総合防災訓練は、１２月７日の開催を予定しております。地震・津波編の新旧対照表の１２ページも同様の修正を行っております。

（６）「非常配備基準」についてですが、気象の予報の精度向上に伴ってですね、災害発生時の様相が今まで以上に異常に明らかとなってきたことから、災害対策本部の準備体制や設置基準を実態に即したものとする修正を行っております。風水害編の１１ページをご覧ください。準備体制につきましては、「音羽川及び佐奈川において、水防団待機水位に達したとき」を追記しました。災害対策本部設置につきましては、「音羽川及び佐奈川において、水防団待機水位に達し、さらに水位の上昇が見込まれるとき」、第１非常配備については、「災害発生のおそれがあるとき」と修正しました。地震・津波編の新旧対照表の１２ページについても同様の修正を行っております。

続いて（７）「医療救護について」です。市は、市民病院において医療活動を行いますが、そのほか、豊川市医師会、歯科医師会、薬剤師会へ医療救護の派遣を要請することや、その協力のもと、救護所を設置した上で、市内の医療体制確保に努めることを明記し、医師会、歯科医師会、薬剤師会との協力関係を具体化する修正を行いました。風水害編新旧対照表、１５ページ中下段をご覧ください。（１）のところをご覧いただきますと、「市の措置及び医師会等との協力関係」を明確化しています。最下段、２「医師会等における措置」につきましては、市民病院について追記し、市民病院及び医師会等の措置を明確化しました。地震・津波編の新旧対照表１７ページも同様の修正を行っております。

最後、（８）その他ですが、人口などの時点修正や名称の変更、資料番号の変更、表記の整理など、比較的軽微な内容の修正を、風水害編、地震・津波編、原子力編、すべての地域防災計画に対して行っております。詳細については新旧対象表の備考欄に修正理由を掲載しております。

豊川市地域防災計画修正事項についての説明は以上になります。よろしくお願いいたします。

〇会長（市長）
ただいまの説明につきまして、ご意見ご質問がある方がお見えになりましたら、挙手の上、発言をお願いいたします。

どうでしょうか。はい、どうぞ。
〇中部電力パワーグリッド株式会社　豊川営業所長
中部電力パワーグリッド豊川営業所の谷中と申します。よろしくお願いします。

先ほど木内課長からお話がありました中の総合防災訓練について、ご質問というか、私もこの意見には賛同しております。私がこちらに着任したのがちょうど県の防災訓練があった令和２年からで、着任後予定通り防災訓練が開催されず中止という状況になっております。

その中で熱中症のリスクもあります。自然災害は予見できないのですけども、やはり９月というと、台風の接近に伴う中止が余儀なくされる可能性もあるものですから、そういったリスクが低減できる時期に開催されるのは賛同いたします。

中部電力としても台風シーズンにはやはり本災害が発生するリスクもあるので、防災訓練は１１月もしくは１２月の頭ぐらいに毎年開催している現実があります。もしおわかりになれば、近隣の市町村さんとかの実施状況はどのような形でなされているか、また変更しているような状況かがわかれば教えていただければと思います。

〇会長（市長）
事務局、いいですか。

〇危機管理課長
ご質問ありがとうございます。

近隣の市ですと、今年度令和６年度は、豊橋市が９月１日予定していて中止、蒲郡市は、１１月に開催、田原市も、９月１日に予定して中止、新城市さんの方は、統一訓練という形で９月１日に各自主防災会がやるという形で実施です。

来年度の予定ですけれども、豊橋市は、９月から１１月に変更する予定だと聞いております。あと蒲郡市は１１月。今年度と同じ形です。田原市さんの方は、来年度県との合同の訓練ということで８月の末頃実施、新城市さんの方は今年度と同じといったような状況でございます。

ありがとうございました。

〇会長（市長）
その他、ご意見ご質問等ございましたら発言をお願いします。特にないようですので、採決に移りたいと思います。豊川市地域防災計画風水害等災害対策計画、地震・津波災害対策計画、原子力災害対策計画につきましては、それぞれ事務局の説明の通り修正させていただくということでよろしいでしょうか。
　～（異議なしの声）～

ご異議ないようでございますので、豊川市地域防災計画の修正については、原案の通りとさせていただきます。

それでは、引き続きまして、議題の（２）、「豊川市水防計画の修正について」を、事務局から説明させていただきます。

〇危機管理課長
それでは事務局から、水防計画の修正について説明させていただきます。よろしくお願いいたします。

お手元にＡ４縦「令和７年１月豊川市水防計画修正事項案」をご用意ください。それでは、表紙を１枚おめくりいただきまして、「豊川市水防計画の修正要旨案」でございます。

まずはじめに水防計画修正の根拠でございますが、水防法第３３条の規定により、水防管理者は、都道府県水防計画に応じた水防計画を定め、毎年検討を加え、必要があると認めるときは変更しなければならないとされております。また、変更に際しては、市町村防災会議に諮らなければならないとされているため、この防災会議において修正をお願いするものでございます。

続きまして、豊川市水防計画の主な修正内容は２点ございます。まず１点目ですが、（１）の「水防に関する予報・警報の発表基準」については、気象庁の発表する大雨警報などの発表基準の変更をはじめとした、内規の改定に伴う用語の整合性を図る修正を行いました。２点目は、水位周知河川の水位情報の読み替えについてです。これら２件について、新旧対照表案に沿って、主だった修正箇所についてご説明させていただきます。

まずは、新旧対照表の１ページの上段、「予報・警報の種類と発表基準」については、キキクル等で発表される実際に危険度が高まっている場所の具体的な内容として、「土砂災害や低い土地の浸水、中小河川の増水・氾濫等については、」といった表記を追加しております。

１枚おめくりいただきまして、２ページ、上段と下段に表が掲載され、上の方は洪水注意報、下の方は、洪水警報の発表基準です。洪水注意報は流域雨量指数基準と複合基準の数値、洪水警報は、流域雨量指数基準の数値を修正しております。

１枚おめくりいただきまして、５ページの下段から、６ページにかけてですけれども、「津波警報等の種類・内容等（気象庁発表）」ですが、発表基準や予想される津波の高さ区分などについて、より正確な表記として、気象庁内規の改定における用語法との整合を図り、修正をしております。

次に（２）「水位周知河川の水位情報の読み替えについて」ですが、水防法に基づき河川の水位情報を市民に周知する河川を「水位周知河川」といいますが、水位周知河川の基準観測所に設置されている水位計が被災などによって正常な水位を観測できなくなってしまった場合、近傍の危機管理型水位計の水位によって水位情報を発表することとしておりますが、水位データの蓄積が進んだことを踏まえ、読み替えの基準をあらかじめ整理するものです。新旧対照表は、６ページ、７ページが該当しています。具体的な内容につきましては、音羽川の国府観測所について、森橋歩道橋観測所の、佐奈川の佐土観測所については、荒古橋観測所の基準水位を読み替える数値とした表を追加しております。

豊川市水防計画についての説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

〇会長（市長）
ただいまの説明につきまして、ご意見ご質問等がございましたら、挙手の上発言をお願いします。どうでしょうか。
～（意見なし）～

ご意見ご質問もないようですので、採決に移りたいと思います。豊川市水防計画の修正につきましては、事務局の説明の通り修正させていただくということでよろしいでしょうか。

～（異議なしの声）～

異議なしと認めます。ご異議がないようでございますので、豊川市水防計画の修正については、原案の通りとさせていただきます。それでは引き続きまして、３報告事項、「令和６年度災害対策本部設置状況について」事務局から説明をお願いします。

〇危機管理課長
それでは事務局から説明をさせていただきます。よろしくお願いします。

お手元にＡ４の縦「令和６年度災害対策本部設置状況」をご用意ください。災害対策本部設置状況や、対応状況を共有することによってですね、災害発生時における双方の連携強化を図るため、令和６年度の災害対策本部の設置状況などについてご報告をさせていただきます。

今年度は、災害対策本部を設置する事案が２件ございました。１つは、昨年８月８日に気象庁から初めて発表された「南海トラフ地震臨時情報」。もう１つは８月下旬に発生した台風第１０号です。それでは、「令和６年度災害対策本部設置状況」に沿って説明をさせていただきます。

まず初めに、「南海トラフ地震臨時情報について」です。「南海トラフ地震臨時情報」は、令和元年に気象庁が提供を開始した情報で、昨年８月８日に初めて発表されました。概要ですが、南海トラフ沿いで異常な現象が観測された場合や、地震発生の可能性が相対的に高まっていると評価された場合などに発表されます。「南海トラフ地震臨時情報」といった情報名の後に、「調査中」、「巨大地震警戒」、「巨大地震注意」、「調査終了」という４つのキーワードが付記されて、「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」とか、「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）」などといった形で発表されるものです。４つのキーワードのうち、調査中、巨大地震警戒、巨大地震注意について、概要をお話しさせていただきます。
「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」は気象庁において、マグニチュード６．８以上の地震などの異常な事象を観測した後、５分から３０分後に発表されます。観測された異常な現象が、南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した場合、または調査を継続している場合を意味します。昨年８月８日や先日１月１３日の宮崎県日向灘を震源とする地震が発生したときも、この「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」というものが発表されております。「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）」及び「巨大地震注意」につきましては、「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」の発表の後、気象庁が開催する「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」における調査結果を受けて発表されます。「巨大地震警戒」につきましては、南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界においてマグニチュード８．０以上の地震が発生した場合に発表されます。本市では、「巨大地震警戒」が発表された場合、災害対策本部を設置して、第１非常配備体制をとります。災害対策本部は、情報収集及び関係機関等との連絡調整などを行うとともに、市民の皆様に対して、後発地震への備えを徹底する旨の周知を実施いたします。後発地震が発生しないまま、１週間が経過した場合は、これに対してですね、日ごろからの地震の備えの再確認などを呼びかけて、さらに１週間は後発地震に備えます。後発地震が発生しないまま、２週間が経過した場合は、災害対策本部を廃止しますが市民等に対して後発地震の可能性がなくなったわけではないということに留意しつつ、通常の生活に戻るように促していきます。一方、「巨大地震注意」については、南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界において、マグニチュード７．０以上、８．０未満の地震が発生したと評価した場合などに発表されます。先日１月１３日はマグニチュード６．９だったこともあって、「巨大地震注意」には至らず、調査終了となりました。昨年８月８日は、マグニチュード７．１を記録したので、「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」が発表されました。昨年の８月８日の本市の対応ですけれども、１６時４３分に宮崎県日向灘を震源とする地震が発生しました。その後１７時午後５時ちょうどに気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表されたため、直ちに準備体制をとり、情報収集などを行いました。１９時１５分に、気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」が発表されると同時に災害対策本部を設置して陸上自衛隊豊川駐屯地さんや豊川警察署さんなどの防災関係機関へ災害対策本部の設置を連絡するとともに、市民の皆様には「南海トラフ地震臨時情報」に関する注意喚起を、安心メールやＳＮＳなどによって行っております。

２１時には、災害対策本部長である市長をはじめとする本部員が参集して、災害対策本部員議会を開催し、それまでに収集した「南海トラフ地震臨時情報」に関する情報の共有や、今後実施すべき対応について確認を行いました。その後は、８月１５日までの８日間、情報収集や電話対応などを２４時間体制で行うとともに、豊川市防災アプリや安心メール、ＳＮＳ、市のホームページや、公共機関、公共施設などへの注意喚起のメッセージを提示してですね、南海トラフ地震臨時情報の内容などを市民の皆さんに周知を継続しました。

以上が、南海トラフ地震情報の報告となります。

続いて、８月２２日にマリアナ諸島で発生した台風第１０号についての概要です。台風１０号は、日本の南をゆっくりとした速度で北上し、非常に強い勢力にまで発達し、２９日午前８時頃に鹿児島県薩摩川内市付近に強い勢力で上陸しました。その後四国を進み、９月１日の正午に東海道沖で熱帯低気圧となりました。

本市では、２７日の２０時３８分に土砂災害の大雨警報の発表を受けて、災害対策本部を設置いたしました。２１時１８分には、浸水害の大雨警報が発表されたり、佐奈川や豊川の水位が水防団待機水位に達したりする場面もありましたが、翌日２８日、８時８分に、土砂災害の大雨警報が注意報に切り替わったことを受けて、被害状況などを確認した上、災害対策本部を廃止しました。

台風１０号はその後も迷走して、翌日２９日の１３時３９分土砂災害の大雨警報が発表されたため、同時に豊川市災害対策本部を設置しました。昨年の６月の大雨での浸水害への備えとして、自主避難所１０ヶ所を開設したり、豊川市文化会館のほか、諏訪公共駐車場や駅東駐車場といった公共駐車場について、避難車両を受ける準備を整えました。また、防災協定先のイオンモール豊川や、防災協力事業所であるパチンコオーギヤ蔵子店に対しても、住民の車両避難の受け入れ体制について確認をして、状況によっては協力要請をしますよというような連絡をさせていただいております。なお、自主避難所につきましては、避難情報の発令前に、災害の恐れの高まる不安を感じた方が自宅などの他に、避難先を確保できない場合の一時的な避難所として開設するものです。そして、３０日の午前７時２６分、土砂災害の大雨警報が注意報となり、市内に大きな被害がなく、避難者がないことを確認した上で、８時に、自主避難所を閉鎖し、９時に災害対策本部を廃止いたしました。

台風１０号ですがさらに迷走を続けまして、佐奈川の水位が水防団待機水位を超え、一時的に氾濫注意水位までに到達したり、豊川の水位が水防団待機水位に到達するなど、複数の河川に大きな水位の変化が見られました。さらに１４時４６分に、土砂災害、浸水害の大雨警報が発表されたため、再度災害対策本部を設置し、自主避難所１０か所を開設しました。その後も洪水警報の発表など、降雨が収まる兆しは見えず、市内各所の浸水情報などが災害対策本部に寄せられましたが、人的被害や住家の浸水被害は報告されませんでした。２０時１９分に、土砂災害の大雨警報が注意報にかわり、自主避難所に避難していた避難者２名の帰宅を確認してですね、すべての避難所を閉鎖し２１時１０分に災害対策本部を廃止いたしました。

８月２７日から３１日までの５日間にわたり、３回も災害対策本部を立ち上げるような長期的な影響及ぼす台風でしたが、河川の巡視等で出動した消防職員は５５人、消防団員は６８人でした。「令和６年度災害対策本部設置状況」の報告は以上でございます。

よろしくお願いいたします。

〇会長（市長）
はい。ただいまの説明につきまして、ご意見ご質問等がございましたら発言をお願いいたします。
～（意見なし）～

ご意見ご質問もないようですので、「令和６年度災害対策本部設置状況」については、以上となります。

それでは、４、その他ということでございますが、事務局から何かありますでしょうか。
〇危機管理課長
はい。事務局から２点ご連絡をさせていただきます。

１点目といたしまして、防災会議委員の委嘱・解嘱についてでございますが、これにつきましては、豊川市防災会議条例第３条第5項の規定に基づきまして、各機関の役職者や各会の代表の方にお願いをしているところでございます。

任期の途中におきまして、役職者や代表者の方が交代された際には、それに合わせて、解嘱や委嘱の手続きをその都度行っております。

本市といたしましても、人事異動の時期などには注意して情報収集を行うように心掛けておりますが、適切な時期に手続きを行えるよう、人事異動や交代がございます場合には、可能な限り、事前にお知らせいただければと存じます。また、人事異動や交代の際には、防災会議の委員、またあわせてお願いしております国民保護協議会委員の委嘱を受けている旨につきましても後任の方に引き継いでいただければと思いますので、よろしくお願いします。皆様十分ご承知かと思いますが、今一度お願いをさせていただいたところでございます。

２点目といたしましては、今後の会議の開催予定についてですが、次回の防災会議は、今のところ令和８年２月頃の開催を予定しております。「地域防災計画」や「水防計画」の修正を主な議題として、例年この時期に一度は必ず防災会議を開催させていただいておりますので、よろしくお願いいたします。詳細な日程などにつきましては、改めてご連絡をさせていただきます。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

〇会長（市長）
用意されています議題は以上でございます。

その他に何か皆様の方からございましたらお願いいたします。
〇愛知県東三河総局長
会長。
〇会長（市長）
どうぞ。

〇愛知県東三河総局長
愛知県東三河総局長の宮川でございます。愛知県災害対策本部で東三河方面本部を仰せつかってございます。

せっかくの機会でございますので、私からは、豊川市様のお取り組みに対する敬意とお礼をお伝えさせていただきたいと思います。まず先ほどの修正が整いました各計画につきましては、適切な修正となっており、大変心強く思っております。東三河総局といたしましても、内容をしっかり共有をさせていただきまして、豊川市さんとしっかり連携して、防災減災対策にしっかり取り組んで参りたいと思います。

私からお伝えするのは、先ほどの竹本会長さんからもご挨拶でお話がございました能登半島地震でございます。発災直後に指定避難所が、地震によって本来の機能を発揮できなかったという事例が少なくなかったということを聞いております。愛知県教育委員会では、愛知県の県立高等学校を市の指定避難所としたいというご相談があった場合には、積極的に対応するようにという方針を出してございまして、その取り組みに対する謝意とお礼でございます。県立高等学校につきましては、県教育委員会の方針を受けまして、私も担当の各市を回らせていただきまして、お願いに上がったほか、東三河の県立高等学校長会でも、もしお話があったときには、ぜひ積極的にご対応願いたいというお願いもいたしました。あらためまして豊川市さんの県立高校を見ますと、豊川工科高校、国府高校、御津あおば高校、小坂井高校につきましては、早い段階から市の避難所として活用していただく位置付けをしておられまして、そうした豊川市さんの先見性といいますか、そうした対応について、感服し、謝意をお伝えしたいということでございます。こうした県立高校の現場サイドの意見としましては、正直、私も県教育委員会の課長をしておりました経験上、学校現場を預かる各学校長さんは、その基本的な方向としては大変結構なことでも、いざ各論となった場合に、例えば備蓄品はどうするのか、あるいはマンパワーは大丈夫か、何はなくとも、まずもってお預かりしている生徒さんの安全の確保が第一なのに大丈夫かといった、現場の学校によって温度差があったというのは事実でございますけれども、そうした方針が明確に県教委から出ておりましたので、ご理解は大変進んでおると思っております。従いまして、実際いざ避難所として活用する場合に必要な市の対応については、例えば防災関係の補助金の総額を確保するだとか、そうしたことを積極的に働きかけて参りたいと思っておりますし、施設設備が大丈夫かとか、あるいは暑さ寒さをどうするかというようなことがありますので、例えば長寿命化対策とか、空調の整備とか、そうしたことも優先的に進むように県教委の方にも働きかけて参りたいと思っております。

今年度すでに御津あおば高校については、体育館と武道場ですけれども、空調整備の実施予定になっておりますし、その他につきましても、早い段階で整備が進むように働きかけてまいりたいと思っております。いずれにいたしましても、県の施設も積極的に活用していただいて、防災減災対策がスムーズに進むように県としても努力してまいりたいと思っておりますので、よろしくどうぞお願いいたします。

以上でございます。

〇会長（市長）
ありがとうございました。その他にどうでしょうか。

特にないようですので、以上をもちまして、令和７年１月豊川市防災会議を閉会とさせていただきます。

長時間にわたり誠にありがとうございました。
（午後３時２０分閉会）
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